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愛知県総合教育センター研究紀要 第 98 集

実験・観察融合型デジタル教材活用共同研究（最終報告）

独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が開発した「理科ねっとわーく」などのデジタル教材

を活用した学習指導を実施し，その効果的，効率的な活用の在り方を 19 年度に引き続いて研究し

た。実証授業として小・中・高等学校 23 校でデジタル教材を活用した実践を行った。デジタル教

材の活用は，授業に対する興味・関心を高め，理解を深めることができるが，授業分析の結果，デ

ジタル教材を提示する前に視点を与える，提示しながら行う説明を工夫する，提示後に定着を図る

ために確認の発問をするなどの授業技術と授業構成の工夫を行えば，より効果的であることが分か

った。
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１ はじめに

児童生徒は，身の回りの体験や経験を土台に，想像力や推理力を駆使し，自然の事物・現象をモデル

化したり，イメージ化を図ったりしながら科学的な知識や概念を獲得していく。しかし，近年の生活体

験の不足により，想像力や推理力が低下し，このモデル化やイメージ化がうまくいっていないという問

題がある。そこで，デジタル教材を授業に用いることにより，児童生徒の想像力や推理力が補われ，モ

デル化やイメージ化が円滑に進められるのではないかと考えた。

具体的には，独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が開発した「理科ねっとわーく」を含むデジ

タル教材を活用した学習指導を実施し，その効果的，効率的な活用の在り方を平成 19，20 年度と研究

したので報告する。

ＪＳＴ「理科ねっとわーく」の特徴

小・中・高等学校の現場の教員からの要望・意見などを取り入れ，次の４点に留意したデジタル教

材を開発して提供している。

・普通教室や理科室などにおける一斉授業を想定して制作されている。

・授業の進め方を例示したティーチャーズガイドやワークシートが常備されている。

・現在，４万点以上の豊富な素材を含む 102 タイトルを提供し，これらは自由に編集加工でき授業で

の幅広い活用が可能になっている。

・科学への関心を高めるため，身近な科学から最先端の研究成果やノーベル賞受賞研究などの素材も

取り入れられている。

２ 研究の目的

理科における児童生徒の興味・関心や知的探究心等を育成するために，デジタル教材と，観察・実験

等の体験的活動とを融合した効果的かつ効率的な学習指導の在り方を明らかにする。

また，小・中・高等学校の各校種における児童生徒の実態や学習内容に適したデジタル教材の在り方

について研究し，「理科ねっとわーく」が配信するデジタル教材の完成度を高めるための基礎的資料を

提供する。

３ 研究の方法

(1) 研究組織

19 年度は，教育研究調査事業「教科指導の充実に関する研究（理科Ｃ）」において，校種ごとに部会

を設け，小・中・高等学校（研究協力委員小学校部会６名，中学校部会６名，高等学校部会５名）の相

互の連携を図りながら研究を推進した。また，愛知教育大学と綿密に連携して会の運営及び研究推進に

当たった。

20 年度は，高等学校の研究協力委員を増やし，教育研究調査事業「教科指導の充実に関する研究（理

科Ａ）」において，校種ごとに部会を設け，小・中・高等学校（研究協力委員小学校部会５名，中学校

部会４名，高等学校部会 15 名）の相互の連携を図りながら研究を推進している。また，19 年度と同様

に，愛知教育大学と綿密に連携して会の運営及び研究推進に当たっている。

(2) 研究方法

19，20 年度とも，研究会を年間５回程度実施し，ねらいの設定及び達成に向けた意見・情報交換等を

行った。研究協力委員の所属校でデジタル教材を活用した実証授業を前期（５，６，７月）と後期（10，

11，12 月）に各１回ずつ行った。実証授業には，センター所員，大学教授等が立ち会い，デジタル教材
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活用の在り方の分析・検証等を授業者と共に行っている。また，実証授業ではビデオ撮影や事前・事後

アンケート等を行い，研究会における検討資料とした。

また，20年度においては，デジタル教材を授業改善の手段として，活用すべきであるという視点から，

「どういう場面でデジタル教材を活用し，それによってどのような学習効果が上がったかという点を明

らかにすること」を中心に研究を行う方針を立てた。そのためには，教師の発問や子供の受け答えにま

で踏み込んだ，細かな授業分析から効果的なデジタル教材の活用を明らかにすることが重要と考えて実

証授業を行ってきた。

４ 研究の内容

(1) デジタル教材利用の基本姿勢

児童生徒にとってデジタル教材は，物珍しさや視聴覚的効果のはでさゆえ，表面的な面白さに引き付

けられ，分かったつもりになりやすいという傾向がある。また教師側も，デジタル教材を使わなければ

ならないと思うあまり，手段が目的に転化したり，安易にデジタル教材を選択したりすることにより，

深い教材研究の放棄を生み出すこともある。いずれも，学習指導においてデジタル教材をどう使ってい

くのかという基本姿勢が欠落することから生じる問題点である。

教師はデジタル教材自体を，活用に際してはっきりとした意図をもち，効果的に提示しようとする工

夫が求められる。さらに，デジタル教材制作者と授業実施者が密接に連携し，問題点を改善点へと変え

ていく努力が不可欠である。研究会においても，デジタル教材のよりよい活用法を考えていくことが授

業改善につながるという姿勢を保持し，デジタル教材の使用意図や目的を明確にした上で，学習指導案

を作成することを共通の課題とした。併せて，授業の実施に当たって得られた知見を，デジタル教材制

作者側へフィードバックすることも視野に入れることとした。

(2) 実証授業の計画

19 年度は，実証授業に先立って，平成 19 年５月８日と５月 13日に，東海学園高等学校 小林夕也教

諭による，デジタル教材を用いたモデル授業が実施された。実証授業は，小学校部会 12 回，中学校部

会 12回，高等学校部会が８回，合計 32 回が実施された。なお，小学校部会１回，中学校部会２回，高

等学校部会１回の合計４回の実証授業を公開授業とし，その地区の多くの教員の参加を得て，研究協議

を実施した（19 年度の実証授業に関しては，別冊の研究報告書をご覧いただきたい）。

20 年度の実証授業は，小学校部会 10 回，中学校部会８回，高等学校部会が 28 回，合計 46 回を実施

した。なお，小学校部会１回，中学校部会１回，高等学校部会２回の合計４回の実証授業を公開授業と

し，19 年度と同様に，その地区の多くの教員の参加を得て，研究協議を実施した。

なお，実証授業では，デジタル教材の内容，活用法により下記のように分類した（資料１参照）。

Ⅰ 内容による分類

① 学校では，実験・観察できない教材 ② 実験・観察で確認しにくい教材 ③ 実験・観察の

方法を示す教材

Ⅱ 活用法（指導過程）による分類

① 授業の導入時に活用 ② 授業の展開中に活用 ③ 授業のまとめとして活用

(3) 事前・事後アンケートの実施及び結果

19 年度，20 年度とも，児童生徒による授業評価として，事前・事後アンケートを前期（５～７月）

と後期（10～12 月）に行った（資料２参照）。ここでは，20 年度前期と後期を比較しながら，その特徴

的な質問内容を取り上げ考察したい（19年度のアンケートに関しては，別冊の研究報告書をご覧いただ
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きたい）。

ア 事前アンケートから

母集団に対して，理科に対する好悪について調査した（グラフ１）。

グラフ１ 問 「理科は好きですか」

前 期 後 期

19%

11%

22%

39%

52%

56%

51%

42%

25%

29%

20%

17%

7%

4%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり 嫌い

20%

11%

32%

33%

54%

55%

52%

53%

20%

27%

12%

12%

5%

6%

8%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり 嫌い

高等学校は，「理科が好きですか」ではなく，「化学Ⅱが好きですか」のように，受けている授業科目

として聞いた。前後期とも，「好き」という回答は，小学校が高く，中学，高等学校に進むに連れて低

下している。昨今の各種調査と比較すれば，今回対象となった母集団の理科が好きな度合いは，格段に

高い。

次にデジタル教材に関する期待度について調査した（グラフ２）。

グラフ２ 問 「次の単元では，デジタル教材（コンピュータの映像）を授業の一部に使います。デ

ジタル教材を用いた授業は，楽しみですか」

前 期 後 期

40%

29%

39%

69%

49%

56%

44%

26%

9%

13%

13%

3%

1%

2%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

41%

24%

53%

68%

49%

62%

40%

27%

9%

13%

5%

3%

2%

2%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

全体で９割程度の児童生徒がデジタル教材に期待していることが分かる。各校種において，前期と後

期であまり大きな変化はなかった。前期に中学校の期待度が若干低かったが，後期は，19年と同程度ま

で上昇した。デジタル教材を用いた授業を受け，好感をもったからではないか。

これらの事前アンケートから分かることは，実践の対象となる大部分の児童生徒は，デジタル化され

た教材について興味・関心が高く，期待度も大きいことが分かった。これは，19年度と同様な傾向であ

った。

イ 事後アンケートから

今回の授業実践において，デジタル教材を活用したことについて以下の質問をした（グラフ３から５）。
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グラフ３ 問 「デジタル教材を使うことによって，興味や関心は高まりましたか」

前 期 後 期

42%

37%

31%

64%

46%

50%

54%

31%

10%

12%

12%

4%

1%

1%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

37%

23%

53%

58%

45%

52%

35%

35%

17%

23%

10%

6%

2%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

グラフ４ 問 「デジタル教材を使うことによって，授業の内容が分かるようになりましたか」

前 期 後 期

37%

28%

28%

66%

53%

61%

53%

32%

9%

10%

15%

1%

2%

1%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

33%

21%

46%

51%

56%

67%

48%

37%

10%

12%

6%

11%

0%

1%

0%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

グラフ５ 問 「今後もデジタル教材を用いた授業を行ってほしいですか」

前 期 後 期

50%

39%

54%

77%

42%

52%

36%

20%

6%

8%

7%

1%

1%

1%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

44%

33%

60%

54%

48%

56%

36%

40%

7%

10%

2%

5%

1%

1%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

高校

中学校

小学校

とても まあ あまり ない

各校種の興味・関心の高まりについての肯定的な回答は，全体で若干下がっているが８割を超えてい

る。授業の理解度については，中学校が若干上昇しているが，全体的には大きな変化はみられなかった。

今後のデジタル教材活用への期待については，小・中学校が若干下がっているが，全体的には大きな変

化はみられなかった。多くの問いで小学校の肯定的な回答が高く，続いて中学校，高等学校の順であっ

た。

後期の合計で，興味・関心の高まりに関して 82％の児童生徒が，授業の理解度に関して 89％の児童

生徒が肯定的な回答であり，デジタル教材を活用することにより，授業への興味・関心だけではなく，

理解度も高めることができたと考えられる。また，今後のデジタル教材活用への期待に関しては，肯定
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的な回答が 92％と高水準であり，今後もデジタル教材を授業で活用してほしいという願いをもつ児童生

徒がほとんどであることが分かる。これらの結果は，19 年度の結果とほぼ同様であり，独立行政法人メ

ディア教育開発センター（ＮＩＭＥ）が平成 19 年３月に出した「ＩＣＴ活用と学力向上に関する実証

授業」1)の結果とも一致した。

５ 研究のまとめと今後の課題

(1) 19 年度のまとめ

19 年度の研究協議会では，実践及び協議の中でデジタル教材を授業で効果的に活用するためには，活

用意図の明確化，活用方法の習得，利用方法の工夫の３点に留意することが大切であるという考えで一

致した。

・デジタル教材は，使う場面によってその効果が異なるので，児童生徒の状況や指導意図，学習内容

に合った活用を図る（活用意図の明確化）。

・必ずしもコンピュータの利用にこだわることなく，教科書や指導計画に合わせたデジタル教材を整

理し，これらを任意に取り出して活用することで教科指導をより深化・充実させる手法を確立する

（活用方法の習得）。

・教員一人一人によって，活用の仕方や使い方は異なってくるが，児童生徒にとって効果的，効率的

な活用モデルを確立する必要がある（活用方法の工夫）。

ＪＳＴの「理科ねっとわーく」への大きな要望としては，コンテンツにはよいものも多いが，授業意

図に合うように活用しようとすると事前の準備に手間が掛かる。もう少し手軽に扱え，加工も容易な素

材集的な編集にした方がよいということを提言したい。

本研究の実践として，小・中・高等学校 17 校でデジタル教材を活用した授業実践を行った。アンケ

ート結果からは，多くの児童生徒がデジタル教材に対して，大きな期待をもっていることが分かった。

デジタル教材を様々な方法で活用し，活用回数も増えた結果，教師側としては，厚みのある授業になっ

たと考えられた。また，生徒側としても，デジタルコンテンツを利用した授業を受け入れやすくなった

と考えられた。

(2) 20 年度のまとめと今後の課題

20 年度は，教師の発問や子供の受け答えにまで踏み込んだ，細かな授業分析から効果的なデジタル教

材の活用を明らかにすることを目標にした。小中学校の授業を中心に，愛知教育大学と連携し，実証授

業を撮影したビデオ映像から，教師の発言，子供の発言を細かく分析した。その結果を資料３，４に示

す。授業分析の成果として，デジタル教材を提示する前に視点を与える，提示しながら行う説明を工夫

する，提示後に定着を図るために確認の発問をするなどの授業技術と授業構成の工夫を行えば，より効

果的であることが分かった。

今後，授業分析の結果を集積し，効果的なデジタル教材の活用方法についてまとめていくことが重要

である。コンピュータに関する機器の整備が一定程度進んだ現在，デジタル教材を効果的かつ効率的に

活用することは，理科教育の充実に大変有用である。

参考文献 1) 独立行政法人メディア教育開発センター 文部科学省委託事業 「教育の情報化に資する

研究（ＩＣＴを活用した指導の効果の調査）報告書」平成 19 年３月


